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全 16 回の講義で心にのこったことや気づいたことや学んだこと、今後の実践に活かし

ていきたいことなど、感想もふくめてお書きください（自由記述）。 

 

今回の研修をとおして印象に残ったこと、学んだことが 4 つあります。 

1 つ目に、放課後児童クラブや学童保育所の位置づけとして、ただ子どもを預かって保

育をして保護者の帰りを待つだけの場所ではなく、文化的活動や高学年と低学年のかかわ

り、指導員という身近な大人とのかかわりなどから子どもの心身の発達を支援していく場

であるということをあらためて学びました。また、遊びをとおして、日本文化に親しんだ

り、危険を自ら判断して回避できるようになったり、子ども同士の信頼関係を育んだりで

きることに気づきました。これらができる環境を整え、援助していける指導員になりたい

と思いました。 

2 つ目に、子どもの成長と発達について学んだ際には、成長と発達について、発達は

「自分で自分を変えていく過程」だということを学びました。そのためには、子ども自身

が自分のことを素敵な存在だと思い、周りからも思われること、自分のことをわかろうと

して受け止めてくれる大人（存在）がいることが重要だということも学びました。子ども

達にとっての放課後の生活が、有意義で充足感のあるものとなり、心身ともに発達してい

けるように援助していきたいと思います。また、子どもの興味・関心、好きなものはなに

かを探って、発達の土台を作っていくことが必要だと学びました。 

3 つ目に、虐待をしてしまう保護者や、非行に走ってしまう子どもがいたら、その姿だ

けを見るのではなく、そうなってしまった背景になにがあるのかということまで思いを巡

らせることが重要だと学びました。また、日本のあらゆる福祉の面での支援システムの足

りなさをあらためて感じました。 

指導員としてできることから少しずつ、子どもや保護者の思い、姿を謙虚に受け止めて

理解しようとすること、子どもの自己肯定感が高められるように、体験の共有と、子ども

から自分自身も学ぶことを実践していこうと思います。 

4 つ目に、子どもの安全を守るためにどうすることが大切なのかを知ることができまし

た。「命を渡すことが使命」という言葉は印象深く、今後保育をしていくうえで心にとめて

おきたいと思います。事故にあったり、怪我をしたりしたときには、発生する前にどんな



配慮ができたのか、これから気を付けるべきことはなんなのかを振り返ることが必要だと

いうことがわかりました。風の子が分割されれば、私は主に２階部分での保育をすること

になります。重大な事故が発生する可能性が高まります。重大な事故や怪我を未然に防げ

るように努めていきます。 


